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非平衡条件下にある強相関電子系は多彩な可能性を秘めておりその実験的研究が現在精力的に行われている。我々は理論の立場から強相関系における最も典型的な多体現象である金属絶縁体転移（モット転移）が非線形条件下でどのように発現するのかについて調べた。モット絶縁体の強電場の下での非線形伝導を調べるために、我々は一次元half-filled Hubbardモデルに強電場を瞬間的に印可し、絶縁体状態にある基底状態が絶縁破壊する様子を時間依存密度行列繰り込み群(TDMRG)を用いて解析した[1]。その結果、以前我々が[2]で示した多体Landau-Zener遷移（通常の一体準位間ではなく、多体準位の間で遷移が起きる）によってモット絶縁体の絶縁破壊現象が理解できることが確認できた。特に我々が注目したのはしきい値電場と相互作用Uの関係（図1）であるが理論的に予想されるもの（点線）とよく一致することが明らかになった。また、バンド絶縁体とは異なり励起状態同士には相互作用があるためウムクラップ散乱を介した対消滅過程が散逸過程として存在し、カレントなどの長時間での振る舞いを変化させることが予想される。
これらの現象は電場を印可した後の電流の時間的振る舞いを見ることによって検証できるものと考えられる。
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Fig. 1. A dielectric breakdown phase diagram.











